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                          第 30 回埼玉県女子サッカー大会が、6月 6日(日)に開幕する。今大会は、女子サッカー日本一を 

決める全日本女子サッカー選手権大会(男子で言うところの天皇杯)の埼玉県予選であり、優勝すると埼玉県 

代表として関東大会へ出場することができる。大会形式は、一般の部と高校の部に分かれており、それぞれ 

の優勝・準優勝チームの 4 チームでトーナメント形式の代表決定戦を行い、そこで優勝したチームが埼玉県 

代表となる。尚美学園大学は、初出場した 2007 年、代表決定戦決勝で埼玉平成高校と対戦、台風直撃の中 

行われた試合は、前半のうちに 2点を奪われる苦しい展開となったが、前半終了間際に 1点を返し 1－2。後 

半に入り、一気に 2点を奪って 3－2とし、創部 2年目、部員 14 名の小さなチームが初優勝を飾った。そ 

の翌年、またしても代表決定戦決勝で埼玉平成高校と対戦。終始ボールをキープし、30 本以上のシ

ュートを放つも奪ったゴールはわずか 1 点。それに対し、埼玉平成高校は少ないチャンスをものにして、1－1の同点。延長戦に突入し、

やっとの思いで 1点を追加。2－1で、尚美学園大学が 2連覇を飾った。そして昨年、代表決定戦決勝は、大学女子サッカー界でも全国

で上位に入る、強豪武蔵丘短期大学との対戦だった。武蔵丘短期大学とは、それまでに何度も対戦していたが、1－8、0－4、0－4の 3

連敗中。代表決定戦決勝でも苦しい戦いが予想された。前半開始早々に 1 点を奪われたものの、体を張ったＤＦで、前半を 0－1 で折

り返し、迎えた後半。観客席から届く大声援と、絶対リベンジするんだという熱い気持ち。今まで大差で負けていたことが嘘のように、

互角の戦いを繰り広げ、点を奪っては奪われてのシーソーゲームに。そして試合終了、スコアは 3－2。強豪武蔵丘短期大学を破っての

優勝は、大会 3連覇を成し遂げ、チームに自信をつけた大きな 1勝となった。そして今年、昨年激闘を演じた武蔵丘短期大学は、関東

女子サッカーリーグへ昇格したために埼玉県予選は免除、関東大会からの出場となるため、今大会には出場しない。しかし、油断は禁

物。特にエルフェン・マリには昨年の埼玉県女子サッカーリーグ 1 部で負けている。また 4年生のほとんどが教育実習期間のため、1・

2・3年生主体のチームで臨まなければならないという状況だ。シーズン前半戦の大きな山場である今大会。4 連覇を懸けた熱い戦いが

今、始まる。 

 
6 月 6 日(日)初戦 10：00KickOff（①） 

尚美学園大学ＶＳ戸木南ボンバーズ 
 

 
会場：熊谷文化公園西多目的グラウンド

 
⇓ 勝ち上がれば ⇓ 

 
6 月 13 日(日)準決勝 10：00KickOff（⑤）

 
 会場：熊谷文化公園西多目的グラウンド

 
6 月 20 日(日)決勝 15：30KickOff（⑧） 

 
 会場：大東文化大学グラウンド 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 5 月 16 日(日)、第 18 回埼玉県女子サッカーリーグ 1 部で尚美学園大学 

と尚美学園大学ピンクス(以下、ピンクス)が対戦。両チームとも普段は 

ともに練習する尚美学園大学女子サッカー部員であり、互いのプレーを 

知り尽くしている同門対決では、意地とプライドがぶつかり合う熱い戦い 

が繰り広げられた。最初に主導権を握ったのは尚美学園大学。ボール保持 

率で上回り、何度もチャンスを作り出す。しかし、ピンクスも簡単には 

ゴールを割らせない。0－0のまま試合は進んでいくが、尚美学園大学が 

ピンクスＤＦの裏を突いた早い攻撃で待望の先制点。さらに 1点を追加し、2－0で前半を折り返す。後半に入ると、後が無いピンクス

は気迫のこもったプレーで尚美学園大学ゴールに迫る。しかし、尚美学園大学も集中を切らさず、一進一退の攻防が続く。均衡が破ら

れたのは後半終了 10 分前を過ぎたところ。ピンクスがゴール前のこぼれ玉を押し込み、2－1 とする。もう 1 点奪って同点にと勢いづ

くピンクスであったが、残り時間もあとわずか。逆に前がかりに 

なったピンクスを逆手に取った尚美学園大学が、試合終了間際に 

ダメ押しの 3 点目。3－1で尚美学園大学が同門対決を制した。 

この結果、尚美学園大学は全勝、ピンクスは 2敗目を喫し、優勝 

に向けては負けられない。今大会は 2試合総当りのリーグ戦の 

ため、同門対決はもう一戦行われる。ピンクスはリベンジなるか。 

今後の戦いに注目だ。 

 

 

 

 LigaStudent2010 は、現在予選リーグ 8 試合を終えて 7勝 1敗。予選リーグは 

神奈川大学との試合を残すのみとなった。神奈川大学は昨年度の 

全国大学女子サッカー選手権大会で準優勝 

した強豪チーム。そして今年度の関東大学 

女子サッカーリーグ 1部で当たる相手であ 

る。その前哨戦とも言えるこの一戦。今の 

尚美学園大学の力を図る上でも大きな意味 

を持つ試合になる。LigaStudent2010 優勝 

のためだけではなく、関東大学女子サッカー 

リーグにも繋がる大事な一戦。尚美学園大学の 

戦いぶりに注目だ。 

 

 

 
6 月に入るといよいよ選手権が始まります。シーズン前半の山場であ

るこの大会、私をはじめ教育実習の 4年生が居ないという状況です。

こんな時こそ皆様の応援が力になります。ぜひ、会場に足を運んでい

ただき、熱いご声援をいただければと思います。応援してくださる全

ての方に感動していただけるような、そんな熱い戦いで 4連覇を成し

遂げたいと思っておりますので、応援よろしくお願いします。 

尚美学園大学女子サッカー部   吉田 葵 

 

 

 

 

 

 

        0－5 エルフェン・マリ      × 

        5－2 立川ＦＣ          ○ 

        1－8 浦和レッズレディース    × 

          0－6 ＡＳエルフェン       × 

        3－1 日本体育大学        ○ 

        4－0 大宮エンジェルス      ○ 

            22 戦 15 勝 6 敗 1 分 

◆第 18 回埼玉県女子サッカーリーグ１部 

  尚美学園大学ピンクス 2－0 大宮エンジェルス   ○

      尚美学園大学 7－0 大宮エンジェルス   ○

      尚美学園大学 3－1 尚美学園大学ピンクス ☆

◆LigaStudent2010 

  尚美学園大学  6－0 埼玉栄高校         ○

          6－0 横浜国際女学院翠陵高校    ○

          4－1 太田商業高校        ○

          7－3 関東学園大学          ○

◆第23回サッカーマガジンMEGMILKカップ全国レディース大会

  尚美学園大学 13－0 HFC Rudoia         ○ 

          9－0 エルフェン U-15        ○ 

          5－0 ソシオスＦＣ        ○ 

          1－2 スフィーダ世田谷      × 

◆Liga Student 2010 ＧＷ交流戦 

  尚美学園大学  1－4 関東学園大学        × 

          0－4 関東学園大学        × 

          6－2 山梨大学          ○ 

          3－0 東京情報大学        ○ 

          1－0 関東学園大学        ○ 

◆練習試合 (各試合とも試合総本数での得点結果となる) 

尚美学園大学  0－0 エルフェン U-15       △ 


